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図
巻
は
、表
題
を
「
常
信
筆
百
獣
図
」
と
し
、

原
画
が
木
挽
町
狩
野
家
の
狩
野
常
信

（
一
六
三
六
〜 

一
七
一
三
）
に
よ
る
こ
と
を

記
し
て
い
ま
す
。
全
長
は
８ 

ｍ
を
超
え
、

二
九
種
類
五
三
体
の
動
物
を
収
め
て
い
ま

す
（
次
頁
一
覧
参
照
）。
図
巻
に
は
実
在
の

動
物
だ
け
で
な
く
右
の
麒
麟
の
よ
う
に
想

像
上
の
霊
獣
や
、
当
時
、
絵
で
し
か
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
異
国
の
動
物
と
し
て
テ
ナ

ガ
ザ
ル
な
ど
も
描
か
れ
て
い
ま
す
（
次
頁

図
）。

　

本
資
料
を
ふ
く
め
て
狩
野
派
の
動
物
図

巻
を
と
り
あ
げ
た
『
絵
の
始
ま
り 

絵
の
終

わ
り
』
展
（
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館
・
図

書
館
、
二
〇
一
五
年
）
図
録
中
の
玉
蟲
敏
子

氏
の
解
説
に
よ
る
と
、本
図
巻
は
、①
霊
獣
、

②
異
国
の
動
物
、
③
日
本
の
動
物
と
い
う
三

区
分
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
狩
野
派
の
百
獣
図
と

　
江
戸
時
代
の
人
々
も
、
世
界
の
様
々
な
動

物
た
ち
へ
の
知
識
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
に

い
な
か
っ
た
ゾ
ウ
や
サ
イ
の
姿
も
、
動
物
絵

を
通
じ
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
た

と
え
ば
村
や
町
の
寺
院
に
は
入
滅
す
る
釈

迦
の
周
辺
に
多
く
の
動
物
が
描
か
れ
る
「
涅

槃
図
」
が
あ
り
ま
す
。
足
立
区
で
も
北
綾
瀬

駅
近
く
の
法
立
寺
の

《
大
涅
槃
図
》（
江
戸

時
代
前
期
成
立
）
が

あ
り
、
谷
中
の
人
々

が
世
界
の
動
物
に
つ

い
て
絵
を
通
じ
て
親

し
ん
で
い
た
こ
と
が

窺
え
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
浮
世
絵
や

版
本
、
俳
書
な
ど
で

世
界
の
動
物
の
情
報

が
届
け
ら
れ
ま
し
た

（『
江
戸
動
物
図
鑑
』

二
〇
〇
二
年
、
港
区

立
港
郷
土
資
料
館
）。

さ
て
上
掲
図
は
千
住

掃
部
宿
（
現
千
住
仲

町
と
周
辺
）
の
開
発

人
、
石
出
掃
部
介
家

に
伝
来
し
た
図
巻
の

粉
本
に
描
か
れ
た
猪

図
で
す
。
四
匹
が
描
か
れ
て
お
り
一
体
は
白

猪
で
す
。
白
猪
は
「
古
事
記
」
で
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
が
対
峙
し
た
神
聖
な
動
物
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
百
獣
図
の
系
譜　

石
出
家
伝
来
の
動
物

８ｍの百獣図　1 P・2 P　　千住に残る狩野派の足跡　3 P
はい、文化財係です。７（足立区の埋蔵文化財）　4 P

猪図　千住掃部宿の石出家が伝来した動物図巻の粉本、《伝狩野常信原画 百獣図粉本》
　　　所収。図巻は紙本着色で縦 40.5 ㎝×長さ 880.5 ㎝

麒麟図　百獣図には霊獣も描かれた

８メートルの百獣図
― 千住掃部宿石出家資料から ―

多 田 文 夫
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し
て
は
、
十
六
世
紀
の
狩
野
永
徳
周
辺
の

作
と
さ
れ
る
六
曲
一
隻
屏
風
の
大
作
模
本

《
伝
狩
野
元
信
原
画
獣
尽
図
屏
風
模
本
》

（
東
京
藝
術
大
学
蔵
）
が
あ
り
ま
す
。
描

か
れ
た
動
物
た
ち
は
石
出
家
の
百
獣
図
と

共
通
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
多
く
①
霊
獣
、
②

異
国
、
③
日
本
と
い
う
区
分
も
窺
が
え
、

玉
蟲
氏
は
そ
の
画
風
が
継
承
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
論
じ
て
い
ま
す
。

■
身
近
な
絵
馬　

ま
た
、
江
戸
時
代
の
足

立
で
身
近
に
あ
っ
た
動
物
図
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
扁
額
や
絵
馬
で
す
。

　

扁
額
の
形
態
を
と
る
江
戸
時
代
の
足
立

の
動
物
絵
と
し
て
は
西
新
井
大
師
、
總
持

寺
の《
洋
犬
図
》（
東
京
国
立
博
物
館
寄
託
）

が
著
名
で
す
。
現
在
は
基
底

材
の
木
目
が
表
に
出
て
い
ま

す
が
、昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）

年
の
修
復
報
告
書
で
元
々
は

金
箔
地
の
極
彩
色
で
あ
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

（
増
田
勝
彦
「
抱
一
筆
洋
犬
図

絵
馬
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」、『
保

存
科
学
』
№
1
4
）。
ま
た
江

戸
の
博
物
学
者
で
『
江
戸
名

所
図
会
』
の
筆
者
と
し
て
知

ら
れ
る
斎
藤
月
岑
（
さ
い
と

う
げ
っ
し
ん
、
一
八
〇
四
〜

七
八
）
は
、『
江
戸
社
寺
絵
馬

額
』（
郷
土
博
物
館
蔵
）
と
い

う
扁
額

集
を
残

し
ま
し

た
が
、
月
岑
は
總

持
寺
の
洋
犬
図
原

品
を
見
た
記
録
と

し
て
「
地
金
箔
」

と
記
し
て
お
り
、

昭
和
の
修
復
報
告

と
合
致
し
ま
す（
下

段
掲
載
図
参
照
）。

　

ま
た
、
子
（
ね

ず
み
）、
丑
（
牛
）、

寅
（
虎
）
…
と

十
二
支
の
絵
馬
も

作
ら
れ
る
千
住
の

小
絵
馬
は
、
よ
り

身
近
な
動
物
絵
で

し
た
。
こ
の
よ
う
に
年
の
順
を
表
す
だ
け

で
な
く
、
江
戸
時
代
に
は
時
刻
も
表
す
こ

と
に
も
十
二
支
の
動
物
を
当
て
は
め
ま
し

た
。
現
在
で
も
動
物
は
様
々
な
ア
イ
コ
ン

と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に

お
い
て
も
そ
の
存
在
は
、
生
活
の
中
に
深

く
溶
け
込
ん
で
い
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
石
出
家
の
百
獣
図
は
、
江
戸
時

代
当
時
の
人
々
が
、
動
物
た
ち
を
ど
の
よ

う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
見
て
い
た
の
か
を
窺

え
る
好
資
料
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

※
資
料
は
い
ず
れ
も
郷
土
博
物
館
蔵
。

　
　
　
（
文
化
遺
産
調
査
担
当　

学
芸
員
）

獣名
唐獅子・からじし
雲竜・うんりゅう
虎・とら
白澤・はくたく
獏・ばく
麒麟・きりん
像・ぞう
山羊・やぎ
駱駝・らくだ
驢馬・ろば
水牛・すいぎゅう
水犀・すいさい
麝香猫・じゃこうねこ
狆・ちん
洋犬・ようけん
犬・いぬ
手長猿・てながざる
日本猿・にほんざる
熊・くま
狼・おおかみ
鹿・しか
兎・うさぎ
猪・いのしし
狐・きつね
狸・たぬき
貂・てん
獺・かわうそ
鼠・ねずみ
猫・ねこ

数
2
1
2
1
1
2
2
1
1
2
2
1
3
1
1
2
3
3
1
2
3
2
4
3
2
1
1
2
1
53

分類
霊獣
霊獣
動物
霊獣
霊獣
霊獣
動物
動物
動物
動物
動物
霊獣
動物
動物
動物
動物
動物
動物
動物
動物
動物
動物
動物
動物
動物
動物
動物
動物
動物

世界
神仙界
神仙界
異国
神仙界
神仙界
神仙界
異国
異国
異国
異国
異国
神仙界
異国
異国
異国
本朝
異国
本朝
本朝
本朝
本朝
本朝
本朝
本朝
本朝
本朝
本朝
本朝
本朝

No
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

《伝狩野常信原画 百獣図粉本》の動物一覧

No は掲載順。

手長猿。 「蒹葭堂雑録」によると日本には文化 6(1809)
年にオランダ船が持ち込み、大坂で披露されたという。

《洋犬図写》『江戸社寺絵馬額』掲載
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郷
土
博
物
館
で
は
、
地
域
に
ま
つ
わ
る

美
術
資
料
と
し
て
酒
井
抱
一
や
谷
文
晁
の

系
譜
に
関
わ
る
諸
資
料
と
共
に
、
本
号
冒

頭
で
も
そ
の
一
点
を
紹
介
し
た
千
住
掃
部

宿
開
発
人
、
石
出
掃
部
介
家
に
伝
来
し
た

狩
野
派
粉
本
（
現
在
当
館
蔵
）
に
関
す
る

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
資
料
に
つ
い

て
は
、『
足
立
史
談
』
第
五
六
五
号

（
二
〇
一
五
年
三
月
）
で
も
そ
の
一
端
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
以
降
の
調
査
を
踏
ま

え
、改
め
て
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
狩
野
派
と
粉
本　
「
粉
本
」
と
は
、
広

義
に
絵
師
の
修
練
材
料
と
な
る
絵
手
本

や
、制
作
の
参
考
と
な
る
模
写
と
い
っ
た
、

完
成
作
の
前
段
回
に
位
置
す
る
資
料
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
お
よ
そ
近
代
以
前
、
絵

師
た
ち
は
師
事
し
た
先
で
そ
れ
ぞ
れ
に
師

系
や
古
画
の
画
法
筆
法
を
、
粉
本
を
通
じ

て
学
び
、
制
作
の
糧
と
し
ま
し
た
が
、
画

派
と
し
て
こ
と
さ
ら
に
こ
の
粉
本
の
機
能

を
重
要
視
し
、
活
用
し
た
の
が
、
狩
野
正

信
を
祖
と
す
る
狩
野
派
で
し
た
。
狩
野
永

徳
、
探
幽
ら
を
輩
出
し
、
室
町
か
ら
江
戸

期
ま
で
各
代
の
権
力
者
に
仕
え
つ
つ
、
膨

大
な
数
の
門
弟
を
指
導
し
た
狩
野
派
で

は
、
特
に
江
戸
以
降
、
粉
本
を
自
派
の
体

系
的
な
画
法
教
育
の
基
盤
と
し
て
位
置
付

け
、
ま
た
自
派
の
図
様
を
描
く
際
の
基
礎

的
な
構
想
源
と
し
て
重
ん
じ
た
の
で
す
。

　

教
材
で
あ
り
作
画
の
基
礎
資
料
で
あ
る

粉
本
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
絵
師
と
の

繋
が
り
を
持
た
な
い
場
所
に
伝
わ
る
も
の

で
は
な
く
、
石
出
家
資
料
の
狩
野
派
粉
本

は
、石
出
家
の
い
ず
れ
か
の
代
の
当
主
が
、

狩
野
派
の
絵
師
と
交
わ
り
を
持
ち
、
あ
る

い
は
画
法
を
学
ん
だ
可
能
性
を
も
示
唆
す

る
も
の
と
な
る
の
で
す
。

■
石
出
家
粉
本
資
料
と
狩
野
派
絵
師
、
高

田
円
乗　

石
出
家
の
粉
本
資
料
は
、
巻
頭

で
紹
介
さ
れ
た
《
百
獣
図
》
を
は
じ
め
長

巻
二
点
、
画
冊
二
点
（
い
ず
れ
も
表
装
は

行
わ
れ
て
い
な
い
）
を
含
め
約
三
十
点
に

登
り
、
画
題
も
山
水
か
ら
道
釈
人
物
、
花

鳥
図
ま
で
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ

ら
の
一
部
に
は
、
原
図
の
作
者
名
が
付
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
狩
野
探
幽

の
弟
で
あ
る
狩
野
常
信
（
一
六
三
六

〜 

一
七
一
三
）
や
、
そ
の
息
子
の
周

信
（
一
六
六
〇
〜
一
七
二
八
）
と
い

っ
た
、
奥
絵
師
の
一
家
と
し
て
江
戸

狩
野
派
の
中
軸
を
な
し
た
木
挽
町
狩

野
家
の
絵
師
の
図
様
に
基
づ
く
粉
本

（
図
１
）
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と

作
需
要
の
広
が
り
は
大
名
・
武
家
に
留
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
集
う
門
人
を

通
じ
て
、
着
実
に
市
井
へ
も
広
が
る
も
の

で
し
た
。
近
年
、
河
鍋
暁
斎
や
狩
野
一
信

と
い
っ
た
幕
末
期
に
市
井
を
舞
台
に
活
躍

し
た
狩
野
派
絵
師
の
活
動
が
着
目
さ
れ
、

狩
野
派
と
い
う
一
大
画
派
の
広
が
り
が
、

市
井
に
お
け
る
書
画
文
芸
活
動
の
興
隆
の

中
で
、
よ
り
広
範
な
水
脈
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
確
実
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。円
乗
か
ら
続
く
石
出
家
の
粉
本
は
、

そ
の
よ
う
な
江
戸
後
期
狩
野
派
の
裾
野
が

千
住
に
も
広
が
り
得
て
い
た
こ
と
を
伝
え

る
好
資
料
と
言
え
、
今
後
一
層
の
調
査
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

こ
の
粉
本
全
て
が
一
人
の
人
物
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
と
は
断
定
出
来
ま
せ
ん

が
、
そ
の
伝
来
者
の
一
人
と
目
さ
れ
る
の

が
十
八
世
紀
後
半
の
狩
野
派
絵
師
、
高
田

円
乗
（
た
か
だ
え
ん
じ
ょ
う
、
生
年
不
詳

〜 

一
八
〇
九
）
で
す
。

　

円
乗
は
、
細
か
な
経
歴
こ
そ
不
詳
で
す

が
、
江
戸
御
徒
町
に
住
み
、
谷
文
晁
の
師

で
あ
る
加
藤
文
麓
（
一
七
〇
六
〜
八
二
）

に
師
事
し
た
他
、
一
説
に
は
木
挽
町
狩
野

家
の
狩
野
養
川
院
惟
信
に
も
師
事
し
た
と

伝
わ
り
ま
す
。
石
出
家
資
料
中
の
粉
本
の

一
図
、「
騎
亀
人
物
図
」の
右
上
裏
に
は「
法

眼
常
信
圖 

円
乗
画
之 

主
石
出
氏
」（
図

２
）
の
署
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、同
図
が
、

こ
の
高
田
円
乗
が
狩
野
常
信
の
図
を
元
と

し
て
描
き
、
千
住
石
出
家
に
残
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。
こ

の
「
騎
亀
人
物
図
」
を
は
じ
め
と
す
る
粉

本
が
、
果
た
し
て
石
出
家
と
円
乗
と
の
正

式
な
師
弟
関
係
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

の
か
、
具
体
的
な
伝
来
経
緯
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
石
出
家
資
料
中
に
は
、

円
乗
に
よ
る
掛
軸
・
ま
く
り
（
未
表
装
）

も
数
点
に
渡
り
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
、

書
画
を
通
じ
て
着
実
な
親
交
が
あ
っ
た
こ

と
を
窺
わ
せ
ま
す
。

■
お
わ
り
に　

狩
野
派
の
裾
野　

江
戸
時

代
以
降
、
最
高
位
に
位
置
す
る
奥
絵
師
四

家
を
筆
頭
に
、
そ
れ
に
続
く
表
絵
師
十
数

家
を
伴
い
、
膨
大
な
数
の
絵
師
を
擁
し
た

狩
野
派
で
し
た
が
、
そ
の
画
風
継
承
と
画

千
住
に
残
る
狩
野
派
の
足
跡

　
　
　
　
　石
出
家
資
料
の
粉
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
林

　優
図１ 原本：狩野周信 
　　 模者：不詳「東方朔図」

図２（右）原本：狩野常信 模者：高田円乗 「騎亀人物図」
　　 （左）「法眼常信圖 円乗画之 主石出氏」の署名
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こ
の
「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
以

外
で
土
木
工
事
を
し
て
、
も
し
埋
蔵
文
化

財
が
出
て
き
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
届

出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

足
立
区
内
に
は
、右
表
の
よ
う
に
伊
興
・

舎
人
を
中
心
に
し
つ
つ
包
蔵
地
が
点
在
し

て
い
ま
す
。

■
発
掘
届
と
試
掘
・
立
ち
合
い
調
査

　

足
立
区
が
発
掘
届
を
受
理
す
る
と
、
東

京
都
教
育
委
員
会
に
発
掘
届
を
送
り
ま

す
。
そ
れ
を
受
け
、
東
京
都
教
育
委
員
会

は
届
出
者
に
通
知
を
送
り
ま
す
が
、
実
際

に
調
査
す
る
の
は
足
立
区
に
な
り
ま
す
。

　

足
立
区
で
は
、
地
表
か
ら
お
よ
そ
一
・

〇
〜 
一
・
五
Ｍ
ほ
ど
で
遺
跡
の
層
に
当
た

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
工
事
の
影
響
が
遺

跡
に
影
響
を
与
え
そ
う
な
深
さ
に
な
る
場

合
、
試
掘
調
査
と
な
り
、
詳
し
く
調
べ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
試
掘
は
、地
中
に
縦
・

横
・
深
さ
そ
れ
ぞ
れ
一
・
五
ｍ
ほ
ど
の
穴

（
試
掘
孔
）
を
掘
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ど
れ

地
下
に
も
影
響
を
与
え
る
た
め
、
遺
跡
の

破
壊
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
遺

跡
の
あ
っ
た
土
地
に
土
木
工
事
な
ど
を
す

る
場
合
、
業
者
や
土
地
の
所
有
者
は
都
道

府
県
に
対
し
、
工
事
着
手
の
六
〇
日
前
ま

で
に
発
掘
届
と
い
う
書
類
と
工
事
の
方
法

に
関
す
る
資
料
を
出
す
必
要
が
あ
り
、
そ

の
最
初
の
窓
口
が
地
方
自
治
体
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
発
掘
届
に
関
す
る
手
続
き

や
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
こ
と
が
文
化

財
係
の
主
要
な
業
務
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

足
立
区
は
住
宅
が
日
に
日
に
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
い
業
者
か
ら
発
掘

届
の
問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ
り
ま
す
。
一

日
十
件
以
上
あ
る
日
も
日
常
茶
飯
事
で
す
。

■
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
は

　

遺
跡
の
出
土
す
る
場
所
は
あ
る
程
度
限

ら
れ
る
た
め
、
発
掘
届
は
す
べ
て
の
土
地

で
必
要
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
埋
蔵

文
化
財
は
昔
の
人
々
の
営
み
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
昔
は
現
代
と

比
べ
て
は
る
か
に
人
口
も
少
な
く
、
集
落

に
適
し
た
土
地
も
少
な
い
た
め
、
人
々
が

住
ん
で
い
た
場
所
が
限
ら
れ
て
い
た
か
ら

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
埋
蔵
文
化
財
が
あ
る
場

所
は
、
あ
る
程
度
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

文
化
財
保
護
法
は
そ
の
範
囲
を
「
周
知
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」（
一
般
に
い
う
遺

跡
の
こ
と
）
と
し
て
規
定
し
、
こ
の
範
囲

内
で
土
木
工
事
を
す
る
場
合
の
み
、
書
類

の
提
出
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。た
だ
し
、

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
文
化

財
係
で
は
、
今
年
も
文
化
財
の
魅
力
や
文

化
財
係
の
仕
事
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
足
立
区
の
文
化
財
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
第
一
回
目
の
今
回
は
、心
機
一
転
、

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
こ
と
の
な
い
埋
蔵

文
化
財
に
関
す
る
文
化
財
係
の
仕
事
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
埋
蔵
文
化
財
と
は

　

足
立
区
に
は
、
古
墳
時
代
初
頭
に
形
成

さ
れ
た
伊
興
遺
跡
や
舎
人
遺
跡
を
は
じ
め

と
し
た
集
落
跡
や
貝
塚
・
古
墳
な
ど
二
九

箇
所
に
及
ぶ
遺
跡
が
存
在
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
遺
跡
は
、
長
い
時
間
の
経
過

に
よ
っ
て
、
現
在
は
地
下
に
埋
ま
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
地

下
に
埋
ま
っ
て
い
る
遺
跡
に
つ
い
て
文
化

財
保
護
法
は
「
国
民
共
有
の
財
産
」
で
あ

る
文
化
財
と
規
定
し
、
埋
蔵
文
化
財
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

■
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
事
務

　

遺
跡
が
あ
っ
た
場
所
の
多
く
は
、現
在
、

住
宅
な
ど
の
建
造
物
が
建
っ
て
い
ま
す
。

建
造
物
を
建
て
る
に
は
、
基
礎
工
事
や
地

盤
改
良
な
ど
を
す
る
必
要
が
あ
り
、当
然
、

く
ら
い
の
埋
蔵
文
化
財
が
出
て
く
る
の
か

を
確
認
し
ま
す
。
一
方
、
工
事
の
影
響
が

浅
く
し
か
及
ば
な
い
場
合
は
、
遺
跡
に
与

え
る
影
響
が
少
な
い
た
め
、
地
面
の
様
子

を
写
真
な
ど
に
記
録
す
る
立
ち
合
い
調
査

で
す
み
ま
す
。

　

足
立
区
で
は
、
試
掘
調
査
は
年
二
〇
〜

三
〇
件
程
度
行
わ
れ
、
立
ち
合
い
調
査
も

年
二
〇
件
程
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
調
査
を
経
て
、
①
遺
跡
の
破
壊
に
至

ら
な
い
、
②
既
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
、
③

遺
物
な
ど
が
確
認
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
は
じ
め
て
土
木
工
事
に
着

手
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

■
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

　

埋
蔵
文
化
財
は
、
私
た
ち
の
祖
先
の
暮

ら
し
や
文
化
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
な
も

の
で
す
。
文
化
財
係
で
は
、
区
民
の
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
今
後
も
埋

蔵
文
化
財
を
守
っ
て
い
ま
い
り
ま
す
。

　
　
（
文
化
財
係　

学
芸
員　

佐
藤
貴
浩
） 試掘孔の様子

※厳密には番地まで決まっています。
　詳しくは下記URL でご確認ください。
　http://www.city.adachi.tokyo.jp/bunka/chii
　kibunka/bunka/maizobunkazai.html
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は
い
、
文
化
財
係
で
す
。
７

伊興本町
西伊興
入谷
竹ノ塚
西保木間
江北
大谷田
千住

伊興
東伊興
舎人

古千谷本町
保木間
西新井
本木
花畑

周知の埋蔵文化財包蔵地
（ 足立区内の一覧）


